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A．研究目的 

感染症予防法と検疫法が 2008 年 5 月 12 日に改正された．このことにより，検疫法においては，

新型インフルエンザが必要に応じて隔離，停留等を実施する検疫感染症となり，感染のおそれが

高いと考えられる者に対し最大で10日間の停留を行うこととなった．また，これまで停留は，基本的

に医療機関で行うこととされていたが，新型インフルエンザにおいては多数の対象者が発生するた

めに医療機関以外の「宿泊施設」が停留場所として法律に明記され，その宿泊施設の管理者の同

意を前提として使用することができるようになった． 

一方，ＷＨＯによれば「新型インフルエンザはいつ発生してもおかしくない」といわれる現状にあ

り，宿泊施設を活用した停留施設の確保は急務であり，この確保なくして新型インフルエンザ発生

時の初動対応である水際対応（＝検疫）の実施はあり得ないと考えられる． 

停留対象者が他者に感染させる可能性は極めて低いと考えられるが，客室内で発症した場合

は短時間であっても施設内に滞在することが想定されることから，施設内感染を防止するために発

症者への対応及び必要に応じた施設整備等を事前に検討し体制整備を図っておくことが必要で

ある． 

これまで，医療施設や高齢者施設については様々な施設内感染に関する感染リスクの評価や

対応方法に関する研究・検討が行われているが，ホテル等の宿泊施設については体系的に行っ

た研究はない．そこで，本研究ではホテルでの停留を前提とした「常識的かつ必要な」基本的な対
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応を行う上で，ホテルの空調設備を評価し，停留施設として活用する際の運営上の課題をとりまと

めることを目的としている． 

 

B．研究方法 

本研究においては，停留を実施することが想定される宿泊施設の空調システムを評価することを

目的として以下のような研究を実施した． 

 

１．ホテルにおける空調システムのヒアリング調査（調査１） 

停留施設として利用することが想定される宿泊施設にはビジネスホテル，シティホテル，リゾート

ホテルなど様々なタイプの施設があり，そこで使用されている空調システムも多様なシステムが導

入されていると想定される． 

 そこで，宿泊施設内の空気の流動を管理する視点から一般に宿泊施設において使用されている

空調システムをタイプ分けする必要があり，そのために実態調査を行った． 

 具体的には成田国際空港，中部国際空港，関西国際空港の周辺に位置する宿泊施設のうち，

調査に協力の得られ 11 施設，15 棟を対象として現地におけるヒアリング調査を実施した． 

 

２．停留施設としてのリスクチェックリストの作成 

 研究協力者による研究班会議を開催し，実態調査の結果をもととして，施設内での感染リスクを

軽減するための空調システムの評価方法と管理手法を検討し，停留施設としての施設を評価する

ためのリスクチェックリストをとりまとめた． 

 

３．ホテルにおけるリスクチェックリストの妥当性の検証調査（調査 2） 

 停留場所として想定される宿泊施設において，研究班で開発したチェックリストを用いて，成田国

際空港，中部国際空港，関西国際空港周辺に位置する宿泊施設のうち，調査に協力の得られた

15 施設，18 棟においてリスクチェックリストの妥当性を検証した． 

 調査 1 と調査 2 では調査対象に重複があり，今回の研究において空調システムの調査を行った

ホテルは全体で 17 施設，22 棟となっている． 

（倫理面への配慮） 

個人情報や人，動物を被検者等として取扱う研究ではないため，倫理上の問題は生じないが，

研究にあたって調査等の対象となったホテルに対して経営上の不利益等の社会的損失を生じな

いよう留意した．  



C．研究成果 

 

Ⅰ．ホテルの空調システムの実態 

 調査１および調査２においてヒアリング調査を実施したホテル（17 施設，22 棟）の空調システムの

現状は以下の通りである． 

 

ａ．外気の導入方法 

 ホテルの空調システムは主として屋上などに外調機を設置して客室に外気を供給するシステムと，

直接各客室の外壁から各室ごとに外気を取り入れるシステムの 2 つの方法が見られた．中でも外

調機を利用している場合がほとんどであり，外壁から直接外気を導入しているシステムは 2 棟しか

なかった． 

 また，例外的ではあるが外調機の代わりに外気供給ファンを設置して温度調節や加湿などをする

ことなく単に外気を供給しているシステムが 1 棟で見られた． 

 

ｂ．外気の導入ルート 

 外調機を使用している場合に客室に外気を引き込むルートには大きく 2 つのタイプが見られた．

一つは直接ダクトで客室に外気を供給する場合．もう一つは一旦外気を廊下に吹き出して廊下と

客室の間の天井内にパスダクトを設置したり，壁に開口を設けるなどしたりして，廊下の空気を客室

内に引き込んでいる場合である．外調機を使用している 19 棟の内，5 棟でこのような廊下から外気

を導入している場合が見られた． 

 

ｃ．客室への外気供給量 

 客室に供給されている外気量が空調設計図に記載されている場合と記載されていない場合があ

った．そこで，設計時の計画風量が明示されていない場合には外調機の全外気量を客室数で割

って 1 時間当たりの外気量を求めた．その結果外調機を使用している場合には概ね 100～140 ㎥

/h の外気が供給されているようである．しかし，中には全熱交換器を使用している場合には 30 ㎥

/h 以下になるシステムが 1 棟有り，また 65 ㎥/h や 77.7 ㎥/h といったケースも見られた． 

 

ｄ．吸気口と排気口の位置関係 

 外気の取り入れ口である吸気口と客室からの排気を吹き出す排気口の位置関係によっては，排

気した汚れた空気がショートカットして再び客室に給気されることも考えられる．調査において吸気



口と排気口の位置関係を調べてみると，外調機を使用している場合には吸気口と排気口が異なる

フロアーにあるばあいが６ケース，同じフロアーだがそれぞれのむいている方向が全く違うケースが

10ケース，吸気口と排気口が全熱交換器などによって同じ機械から出ていてダクトの方向や向きを

変えている場合が５ケースであった．すべての場合においてショートカットが心配されるほど近接し

ているものはなかった．各室で換気を行っているシステムは 2 棟だけであったが，いずれも客室か

ら直接換気口を通じて吸排気を行っていた．隣接する客室の換気口との距離は２～３ｍ程度であ

る． 

 

ｅ．再循環（環気）の有無 

 オフィスなどにおいては排気の一部を再循環させるシステムが見られるが，客室からの吸気をユ

ニットバスなどの天井から取ることが多いので，2つのケースを除いて再循環システムはあまり見るこ

とができなかった．この 2 つのケースはいずれとも全熱交換器を使用しているシステムであった． 

 

ｆ．全熱交換器の有無 

 省エネルギーを目的として排気する空気と給気する外気の間で熱と湿度を交換する外調機に全

熱交換器を設置している場合が見られる．今回の調査では，全熱交換器を使用しているシステム

が全体で 5 棟において見られた．それらのシステムはいずれの場合の全熱交換器を停止すること

ができることが確認された． 

 

ｇ．外調機のフィルタ 

 外気の塵埃を除去するために外調機に設けられているフィルタは，ラフフィルタが 8 棟，中性能フ

ィルタが 1 棟，プレフィルタ＋中性能フィルタが 5 棟，プレフィルタ＋除塩フィルタが 6 棟であった．

除塩フィルタは中性能フィルタと同程度の性能を持っているので，全体の 3 分の 2 程度が中性能フ

ィルタ程度のフィルタを使用していることがわかる．  

 

ｈ．外調機の加湿 

 外調機を使用しているシステムの内 18 棟で加湿を行っており，そのうち蒸気加湿が 12 棟，水加

湿が 4 棟，高圧スプレー方式が 1 棟，気化式水加湿が 1 棟であった．しかし加湿を行っていないシ

ステムが 2 棟で見られ，そのうちの 1 棟は加湿器の故障であった． 

 

ｉ．客室の窓の開閉 



 客室の窓を開けることができる棟は 15 棟，開けることができないのが 7 棟であった．開けることが

できるが施錠により窓の開閉を管理できるホテルは 6 棟であった．9 棟においては客による窓の開

閉を管理することができなかった． 

 

ｊ．ポータブル加湿器の有無 

 原則としてすべての客室にポータブルの加湿器を設置してホテルは 4 棟であり，場合によっては

ポータブル加湿器を貸し出すことができるホテルが 16 棟であった．しかし，貸し出し方式をとってい

るホテルにおいても，貸し出すことができる台数は多くても 10 台程度であった． 

ｋ．客室での給排気の停止 

 客室のユニットバスに設置されている天井扇のスイッチを切ることにより，客室への外気の供給や，

客室からの排気を停止することができるホテルが 5 棟あった．ユニットバスの天井扇で排気をしてい

る場合はその勢いで換気口などから外気を給気している場合があり，排気と給気が密接に結びつ

いている． 

 

  



Ⅱ．停留施設の空調設備リスクチェックリスト 

 

 成田国際空港，中部国際空港，関西国際空港の周辺に位置する宿泊施設を対象とした実態調

査をもととして，協力研究者による研究班会議を開催し，既存のホテルを停留施設として利用する

際に事前に確認すべき空調設備の条件と，停留施設として運用する際に確認すべき項目をまとめ

た． 

 まずは，停留施設としてホテルを利用する際に本チェックリストを利用する上での前提条件を整

理した．前提条件としてはどのような方が停留の対象者となるのか，新型インフルエンザの感染ル

ートをどのように設定するのか，長期にわたる個室収容への配慮である． 

次に，これらの前提条件を受けて空調設備をチェックする上でその目標を整理した．目標は「導

入外気の量と質の確保」，「室内浮遊粉塵濃度の低減」，「室内相対湿度の確保」の 3 点である． 

これらを整理した後に，空調システムリスクおよび空調運用リスクのチェックリストをとりまとめた．

チェックリストは「外気の量の確保」，「汚染されてない外気の確保」，「エリア分けによる感染管理」，

「外気量の維持」，「健康と快適性の確保」，「空調設備の維持管理」の軸でとりまとめられている． 

なお，そもそも停留施設として活用することを想定していない施設であるために，施設内感染対

策には自ずと限界がある．そこで，本チェックリストでは各項目の語尾を「・・・・・・・・ならない」と

「・・・・・・・・望ましい」の 2 種類に書き分けている．前者はその条件を満たすことが必要であるもの，

後者はよりリスクを低減するために望ましいものとして記載している． 

  



  １. 前提条件 

停留を実施する施設（ホテル）の空調設備のチェックリストを利用する上で確認すべき前提条件

は以下の通りである． 

① 停留施設の対象者 

停留の対象となる者は，新型インフルエンザ対策ガイドライン（新型インフルエンザ及び鳥インフ

ルエンザに関する関係省庁対策会議：平成 21 年 2 月 17 日）によると下記の 2 つのタイプが考えら

れるが，いずれの場合も有症者（発熱，咳など，健康状態に何らかの異状を呈している者）ではな

い． 

1. 「濃厚接触者」 

渡航中に患者と行動をともにした家族や友人等，搭乗・乗船中に患者の世話をした乗務員・乗

組員又は機内・船内等において患者の一定距離内に着座していた者等であって検疫官が濃厚接

触者と判断したもの． 

2. 「発生国からの入国者」 

直行便のある主要都市で新型インフルエンザが発生し，緊迫した状況にある等，当該主要都市

又は発生国からの入国者全てが感染しているおそれがあると判断される場合 

② 感染ルート 

1. 空気感染の可能性は低いが否定はできない 

主要な感染ルートは飛沫であるが医療処置などの特殊な条件下では空気感染を考える．またそ

れ以外においても空気感染を否定はできない．そこで本チェックリストにおいては空気感染のリスク

を低減するための対策も含んでいる．また主要な感染経路である飛沫に加えて接触感染について

も配慮が必要である． 

③ 健康維持と快適性 

1. 体力低下のリスク（体調不良）を排除し快適性を維持できる空調設備 

停留期間は 10 日間と想定されており，この長期間に及ぶ停留中に対象者が原則として室内か

ら出ることができないとなると，停留対象者の適切な健康管理が課題となる．そこで体調を崩すこと

の無いような快適な空気環境を提供する必要がある． 

２. 空調設備整備の目標 

① 導入外気の量と質の確保 

停留対象者が発症した場合でも，適切な量と質の外気を導入して室内空気を希釈することによ

り否定できない空気感染のリスクをより減少する． 

② 室内浮遊粉塵濃度の低減 

快適な空気環境を提供するために室内のウイルス粒子を含む浮遊粉塵濃度を低減することが

求められる． 

③ 室内相対湿度の確保 

10 日間に及ぶ停留中に停留対象者が体調を崩すことがないように適切な相対湿度を保つこと

が求められる． 



１. 空調システムリスクのチェックリスト 

【外気の量の確保】 

□ 客室への外気の供給方法を確認しなければならない 

１．外調機を経由して取り入れている 

２．外壁から直接取り入れている 

客室への外気の供給方法としては，主として屋上や各階機械室などに外調機を設置してそ

こから取り入れる方法と，直接それぞれの客室の外壁側に換気口を設けて外気を取り入れる

方法の2種類がある．前者の場合，排気の一部を還気として再利用している場合は，これを停

止することにより設計時点で想定している量の外気を供給することにより，客室から排気が他

の客室の給気に混入しないようにするとともに，極力多くの外気を導入することにより客室内の

空気を希釈するように努めなければならない． 

 

□ 客室の窓の開閉ができないことが望ましい 

客室の窓を開けると大量の外気が流入するために，想定外の空気の流れを施設内に生じ

させることが懸念される．大量の外気を導入して室内の空気を希釈することにより施設内感染

のリスクを低減させる方法も考えられるが，この場合客室の窓の開閉を停留対象者にゆだねる

ことになりその実現性に不確実さが残る．管理下にある空調システムにおいて施設内感染のリ

スクの低減を図るべきであると考えると，窓は閉鎖状態で運用しなければならない．そこで客

室の窓が開かない構造となっているか，開くことが出来る窓でも鍵をかけることにより停留対象

者によって容易に窓を開けることが出来ない構造になっていることが望ましい．もしも，窓の開

閉が可能であり施錠によって開閉を管理できない場合には，窓の開閉を行わないようにする

ための張り紙などによる停留対象者に対する注意喚起が必要となる． 

 

【汚染されてない外気の確保】 

□ 客室に直接外気を吹き出すシステムが望ましい 

客室に供給される外気のルートを確認する必要がある．なるべく他の室内を経由しない外

気を客室内に給気することが望ましい．外調機や換気口から取り入れた外気を直接客室に吹

き出している場合は問題ないが，一旦廊下に吹き出した外気を廊下と客室の間の天井内にパ

スダクトを設置したり，壁に開口を設けるなどしたりして，廊下の空気を客室内に引き込んでい

る場合は施設内感染のリスクが高くなる． 

 



□ 客室からの排気が給気する外気へ混入しないか確認しなければならない 

①外調機方式の場合（１＞２＞３の順番で望ましい） 

１．外気取り入れ口と排気口が異なるフロアーにある 

２．外気取り入れ口と排気口が同一フロアーだが方向が違う（  ｍ離れている） 

３．外気取り入れ口と排気口が同じ機械のダクトにより方向・高さを変えている 

②各室換気の場合（１＞２の順番で望ましい） 

１．給気もしくは排気の一方をダクトでまとめているので離れている 

２．客室から直接給排気している（  ｍ離れている） 

客室から排気した空気が再び客室に再流入することは望ましくない．そこで外気取り入れ

口と排気口の位置関係を確認することが必要となる．外気取り入れ口と排気口の適切な位置

関係については，それぞれの設置場所，向き，高さ関係に加えて，設置場所のしつらえ（排気

が溜まるような囲いの有無など）や風向きなども影響を与えるために一概に評価することは困

難である．例えば両者が異なるフロアーにあり，しかも向いている方向が全く違っている場合

には問題がないと考えられるが，全熱交換器を使用するなどして外気取り入れ口と排気口が

極めて近い位置にある場合は望ましくない．ここでは，両者の位置関係が遠い方がリスクが少

ないとの視点だけで評価を行っている． 

 

□ 排気の一部を再循環させないシステムでなければならない 

ホテルによっては排気の一部を環気として再利用させるシステムとなっている場合がある．

客室からの排気が他の客室の給気に混入することは望ましくないので，この場合は再循環を

停止して排気が客室への給気に混入しないようにしなければならない． 

 

□ 外調機で全熱交換器を使用しないシステムが望ましい 

全熱交換器には方式として静止形と回転形がある．回転形の場合には排気が通過したロ

ーターが回転することにより給気を通過させることになるので，ローターの汚染による給気の汚

染の可能性を否定できない．そこで，外調機に全熱交換器が組み込まれている場合には全

熱交換器の利用を止める（回転を停止する）必要がある． 

また，その熱交換に使用している材質によってはローターの消毒が困難な場合がある．一

般には特殊加工した紙が利用されており，この場合には薬剤による消毒が困難であるために，

全熱交換器の交換が必要となることも考えられる． 

  



２. 空調運用リスクのチェックリスト 

【エリア分けによる感染管理】 

□ 停留に使用するフロアーは貸し切りとしなければならない 

一般に宿泊施設の空調システムは同じフロアーの客室同士がダクトでつながっている場合

が多いので，施設内感染のリスクを低減するためには，最低限停留施設として利用する客室

が存在するフロアーを貸し切りとする必要がある． 

 

□ 停留対象者が宿泊しているフロアーだけでなくすべての客室フロアーの空調機を動かさなけ

ればならない 

外調機を利用しているシステムの場合で，停留施設として利用しているフロアー以外の階

において給気及び排気のダクトを閉鎖することにより未使用なフロアーへの空気の流れを停

止することができない場合には，すべてのフロアーで外調機による給気と排気ファンによる排

気を行うことにより，他のフロアーに空気が流れ込んで空気が溜まると行った不適切な空気の

流れが起きないようにしなければならない． 

 

【外気量の維持】 

外調機及び排気ファンの継続的な運転をしなければならない 

なるべく多くの外気を客室へ供給するために外調機及び排気ファンは継続的な運転を行

わなければならないので夜間を含むいずれの時間帯においても運転停止をしてはならない．

宿泊施設においては省エネルギーを目的として，夜間や宿泊客がチェックアウトしてからチェ

ックインするまでの昼間の一定時間帯に空調を停止することがあるが，充分な外気を供給して

室内の空気を希釈することにより感染のリスクを低減するためにこのような運用も避けなけれ

ばならない． 

 

□ 外調機及び排気ファンの絞り運転をしてはならない 

客室へ供給する外気量を確保するために外調機及び排気ファンの絞り運転をしてはならな

い．またインバータ方式を採用している場合は自動的に絞り運転をしてしまうことになるためイ

ンバータの利用を停止しなければならない．それ以外の場合においては常時設計風量を確

保しなければならない． 

  



□ 客室への外気の供給及び客室からの排気を客室内で停止してはならない 

各室ごとにユニットバスの天井扇などによって排気をすることにより，その負圧で外壁面や

廊下から外気を引き込んでいるような場合など，客室内のスイッチによって給気や排気を停止

することができるようになっていることがある．このような場合，天井扇を停止すると外気の導入

が停止してしまい，適切な量の外気を確保することができなくなってしまうので望ましくない．

充分な外気を確保するために停留対象者がスイッチを OFF にしないようなサインを掲示するこ

となどが必要である． 

 

【健康と快適性の確保】 

□ 適切な加湿を行わなければならない 

長期にわたって客室に収容される停留対象者の健康を確保するために適切な湿度を確保

しなければならない．冬季などの低温空気への加湿はなかなか困難であり，省エネのため加

熱温度設定を下げている場合には加湿がしにくいという側面がある．一方で加湿が過ぎて結

露を生じさせるとカビの発生など人体に有害な環境を生じかねない．「建築物における衛生的

環境の確保に関する法律」では相対湿度の基準値を 40％以上と定めており，冬期において

はこれを一つの目安とすることが求められる． 

またポータブルの加湿器を使用する場合には衛生上の観点から超音波以外の方式を採用

することが望ましい． 

 

□ 外調機において使用しているフィルタを確認しなければならない 

フィルタの捕集効率が高い方が外部よりの塵埃の持ち込み量が減少し，部分的には塵埃

に付着したウイルス等の減少も期待できる．また室内へより清浄な空気を供給することで希釈

による室内塵埃濃度の低減にも寄与すると考えられる．こうした主旨から外調機においては中

性能以上のフィルタを使用することが望ましい．海岸地域では除塩フィルタを利用している場

合が多いが，この場合も中性能以上のフィルタと見なすことができる． 

 

【空調設備の維持管理】 

□ 停留施設として利用している最中に排気口近くへ接近する場合は個人防護具（PPE）を着用

しなければならない 

停留施設として利用している最中に空調機械室でメンテナンスを行う場合にはマスクなどの

個人防護具を着用する必要がある．特に排気口に近づく場合には注意が必要である． 



 

□ 停留対象者が発症した場合，宿泊していた客室のフィルタ及び対象となる客室から排気が通

るルートのフィルタなどの消毒を行わなければならない 

停留対象者が発症しなかった場合には空調システムの消毒をする必要はないが，停留対

象者が発症した場合には宿泊していた客室のフィルタ及びその客室から排気が通るルートの

フィルタなどの消毒を行わなければならない．消毒には次亜塩素酸ナトリウム，イソプロパノー

ルや消毒用エタノールなどを使用し，フィルタの場合には消毒薬に浸漬させる．熱交換器のロ

ーター（素材がアルミの場合）の場合には消毒薬を噴霧する．また，こうした作業を行う際，作

業者はマスクや手袋といった個人防護具を着用する必要がある． 

 

  



D．考察 

１．ホテルはそれぞれの建物によって竣工時期がさまざまであるために，その空調システムはたとえ

外調機を利用している場合においても，給気や排気の流れ方が施設ごとに異なっており，施設内

の空気の流れについては停留施設として活用する前に十分把握しておくことが必要である． 

 

２．ホテルごとに空調システムが異なってはいるものの，多くのホテルのシステムは十分な外気を供

給することができることが確認できた．すなわち，停留施設としてホテルを利用する際にはそのホテ

ルの空調設備をフルに稼働させることにより，できる限り多くの外気を供給して客室内の空気を希

釈して排気することを意図している．そのために，外気の供給経路を確認するとともに，空調設備を

停止したり，絞り運転をしないことを確認する項目が含まれている． 

 

３．調査の結果，多くのホテルで省エネルギー及び経費削減を目的として，客室空調を時間帯によ

って停止したり，外調機や排気ファンの絞り運転（ファンの回転数を下げる）を行っていた．このよう

な場合には，外気の供給量が減少してしまうので望ましくない．しかし一方で省エネ法（エネルギー

の使用の合理化に関する法律）や温対法（地球温暖化対策の推進に関する法律）によって特定の

施設はエネルギー使用状況の報告や中長期計画書の提出が求められるている．しかも，特に省エ

ネ法の改正により平成 21 年 4 月からは事業所単位ではなく企業単位での管理となるので，チェー

ン展開をしているホテルの場合は企業単位でのエネルギー使用量の削減が求められるようになる

ので，より一層の厳しい管理が求められるようになると考えられる．そうなると，停留期間中のエネル

ギー使用量増加に対する減免等の対処の検討が必要である． 

 

E．結論 

 海外で新型インフルエンザが発生した際に水際対策として実施が考えられている停留措置にお

いて使用する施設を選択・運用するための空調設備に関する基準をとりまとめることができた．特に

空調設備の適切な運用が必要であり，検疫職員と空調設備管理担当者との密接な協働が必要で

あろう． 

 

 



ホテル名 C D F G H J K L M O P Q

棟名 1 2 1 ２ 1 ２ 1 ２ 1 ２

ヒアリング調査１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒアリング調査２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【システムの確認】

□    客室への外気の供給方法

   ・外調機経由

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
△（外気
給気ファ

ン）
○ － ○ ○ ○ ○ - ○ ○

   ・外壁から直接

－ － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － ○ － －

□    客室に直接外気を吹き出し
ている ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○

×（稼働
可）

○ × ○ × ○

□  空調設計時に設定した各客室
への外気量の定量値

138m3/h 144m3/h 102m3/h 130m3/h 142m3/h 100m3/h 118m3/h 96m3/h

27.7m3/h
（全熱交
換器停止

時90）

65m3/h 100m3/h 100m3/h 100m3/h 95m3/h

強
130m3/h

弱
100m3/h

96m3/h 125m3/h 100m3/h 100m3/h

強
178m3/h

弱
98m3/h

60m3/h
排気ファ

ンは
90m3/h

77.7m3/h

□   給気への排気の混入

   外調機方式の場合（１＞２＞３
の順番で望ましい）

   １．外気取り入れ口と排気口が
異なるフロアーにある ○ － － ○ － － － － － －

○
低層部

○ ○ － － － － － ○ － － －

   ２．外気取り入れ口と排気口が
同一フロアーだが方向が違う － ○ ○ － － － － － － ○

○
高層部

－ － ○ －
○(3m+90

度)
○ ○ － － ○ ○

   ３．外気取り入れ口と排気口が
同じ機械のダクトにより方向・高さ
を変えている

－ － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － －

   各室換気の場合（１＞２の順番
で望ましい）

   １．給気もしくは排気の一方をダ
クトでまとめているので離れている － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

   ２．客室から直接給排気してい
る － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － ○ － －

□    環気の有無

   ・排気を再循環させていない（環
気がない） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

   ・排気の再循環を停止できる

－ － － － － － － － ？ － － － － － － － － － － － － ？

□ 外調機での全熱交換器の有無

   ・外調機に全熱交換器が設置さ
れていない ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － ○ ×

   ・外調機の全熱交換器を停止で
きる － － － － ○ － ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － ○

E I N

調査結果比較表

BA



ホテル名 C D F G H J K L M O P Q

棟名 1 2 1 ２ 1 ２ 1 ２ 1 ２

ヒアリング調査１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒアリング調査２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

E I NBA

【客室の確認】

□    客室の窓の開閉

   ・客室の窓を開けることができな
い × × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ×

×（一部
開放可）

× ×

   ・客室の窓を開けることができる
が施錠により閉鎖できる ○ ○ ○ ○ × － × × × × － － － － × ○ － － × × ○ ×

□    ポータブル加湿器

   ・客室にポータブル加湿器を設
置している × × － － － － － － － － －

○（ハイブ
リッド気化

式）
－ －

○（蒸気
式）

－ － － － ○
○（気化

式）
－

   ・ポータブル加湿器の貸し出し

× × ○（？台） ○（？台）
○（約10

台）
○（気化
式：？台）

○（？台） ○（？台）
○（5～6

台）
超音波（9

台）
○（約10

台）
－

○（1～2
台）

○（約10
台）

－ ○（？台）
○（２～３

台）
－ － ○（10台）

□    客室での給気および排気の
停止

   ・外気の供給を停止することが
できない ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○

  ・ 排気を停止することができない

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○

【空調システム運用の確認】

□    外調機及び排気ファンの絞り
運転をしてはならない

   インバータ方式を使用していな
い，または使用を停止できる ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋中性
能フィルタ

加湿方式

蒸気加湿

加湿方式

高圧スプ
レー方式
の加湿

加湿方式

蒸気加湿

加湿方式

水加湿
（故障中）

加湿方式

水加湿

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋除塩
フィルタ

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋除塩
フィルタ

フィルタの種

類

ラフフィル
タ

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋除塩
フィルタ

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋中性
能フィルタ

フィルタの種

類

－

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋除塩
フィルタ

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋除塩
フィルタ

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋除塩
フィルタ

フィルタの種

類

－

加湿方式

－

加湿方式

－

加湿方式

気化式水
加湿

加湿方式

水加湿

加湿方式

×

加湿方式

水加湿

○（約18台）

フィルタの種

類

ロールフィ
ルタ

加湿方式

蒸気加湿

フィルタの種

類

ラフフィル
タ

フィルタの種

類

ラフフィル
タ

加湿方式

蒸気加湿

加湿方式

蒸気加湿

□    外調機のフィルタ

□    外調機の加湿

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋中性
能フィルタ

加湿方式

蒸気加湿

フィルタの種

類

中性能
フィルタ

加湿方式

蒸気加湿

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋中性
能フィルタ

加湿方式

蒸気加湿

加湿方式

蒸気加湿

フィルタの種

類

プレフィル
タ＋中性
能フィルタ

加湿方式

蒸気加湿

フィルタの種

類

ラフフィル
タ

加湿方式

蒸気加湿

フィルタの種

類

ラフフィル
タ

加湿方式

蒸気加湿

フィルタの種

類

ラフフィル
タ

フィルタの種

類

ラフフィル
タ

加湿方式

水加湿



停留施設の空調設備チェックシート 

施設名： 実施確認または 

確認項目を記入 

【システムの確認】  

□ 客室への外気の供給方法を確認しなければならない（下記のいずれかにチェック）  

 外調機を経由して取り入れている  

 外壁から直接取り入れている  

□ 客室に直接外気を吹き出すシステムが望ましい  

□ 客室からの排気が給気する外気へ混入しないか確認しなければならない（下記のいずれかにチェック）  

 外調機方式の場合（１＞２＞３の順番で望ましい）  

１．外気取り入れ口と排気口が異なるフロアーにある  

２．外気取り入れ口と排気口が同一フロアーだが方向が違う（  ｍ離れている）  

３．外気取り入れ口と排気口が同じ機械のダクトにより方向・高さを変えている  

 各室換気の場合（１＞２の順番で望ましい）  

１．給気もしくは排気の一方をダクトでまとめているので離れている  

２．客室から直接給排気している（  ｍ離れている）  

□ 排気の一部を再循環させないシステムでなければならない（下記のいずれかでなければならない）  

 再循環させるシステムとなっていない  

 再循環させるシステムとなっているが再循環を停止できる  

□ 外調機で全熱交換器を使用しないシステムが望ましい  

 外調機に全熱交換器が設置されていない  

 外調機に全熱交換器が設置されているが停止して運用できる  

  



□ 外調機において使用しているフィルタを確認しなければならない： フィルタの種類 

 

□ 適切な加湿を行わなければならない 加湿方式 

 

【客室の確認】  

□ 客室の窓の開閉ができないことが望ましい  

 客室の窓を開けることができない  

 客室の窓を開けることができるが施錠により停留対象者が開閉できないようにできる  

□ ポータブル加湿器などにより適切な加湿を行うことが望ましい  

 客室にポータブル加湿器を設置している  

 客室にポータブル加湿器を貸し出すことができる 加湿方式 

（   台） 

□ 客室への外気の供給及び客室からの排気を客室内で停止してはならない  

 客室への外気の供給を停止することができない  

 客室からの排気を停止することができない  

【空調システム運用の確認】  

□ 停留に使用するフロアーは貸し切りとしなければならない  

□ 停留対象者が宿泊しているフロアーだけでなくすべての客室フロアーの空調機を動かさなければならない  

□ 外調機及び排気ファンの継続的な運転をしなければならない  

□ 外調機及び排気ファンの絞り運転をしてはならない  

 インバータ方式を使用していない，または使用を停止できる  

□ 停留施設として利用している最中に排気口近くへ接近する場合は個人防護具（PPE）を着用しなければならない  

□ 停留対象者が発症した場合、宿泊していた客室のフィルタ及び対象となる客室から排気が通るルートのフィルタの消

毒を行わなければならない 

 

 



吸気

排気

外気処理空調機（屋外）

Ａホテル空調システム概念図：第１棟

外気処理
空調機１

No.1 No.2
排気ファン
（機械室内）

廊下

蒸気加湿
屋上階

客室階

客室

ファンコイルユニット 窓

吸気

外気処理空調機（機械室内）

Ａホテル空調システム概念図：第２棟

排気ファン
排気外気処理

空調機１
No.1

排気ファン
（機械室内）

蒸気加湿

屋上階

客室階

客室

ファンコイルユニット

ポータブル加湿器の貸し出し（蒸気式）

窓



吸気

排気

外気処理空調機

Ｂホテル空調システム概念図：第１棟

排気

外気処理
空調機１

No.1 No.2 排気ファン

廊下

蒸気加湿

フロア
ステーション

排気ファン

屋上

客室階

客室

ファンコイルユニット 窓

吸気

排気

外気処理
空調機１

外気処理空調機

No.1

Ｂホテル空調システム概念図：第２棟

排気排気
地上階 屋上階

機

排気ファン

廊下

蒸気加湿

フロアス
テーション

排気ファン排気ファン

地上階

客室階

客室

ファンコイルユニット 窓



吸気 排気

外気処理

外気処理空調機（機械室）

Ｃホテル空調システム概念図

全熱交換機
（屋上 ２台） 外気処理

空調機１
No.1 No.2 No.3 No.4

客室

（屋上：２台）

廊下

蒸気加湿屋上階

客室階

客室

ヒートポンプ付き
ファンコイルユニット

窓

吸気排気

外気処理空調機＋全熱交換機（故障中のため未使用）

Ｄホテル空調システム概念図

外気処理
空調機１

気処 調機 熱交換機

No.1 No.3

廊下

蒸気加湿屋上

客室階

No.2 No.4

客室

ファンコイルユニット
サービス

ステーション



吸気

排気 外気処理

外気処理空調機＋全熱交換機

No.1 No.2

Ｅホテル空調システム概念図

排気 外気処理
空調機１

No.1
第１棟(インバーター式）

No.2
第２棟（定風量）

客室

廊下

蒸気加湿

リネン
室等

屋上

客室階

客室

ファンコイルユニット

窓

吸気排気

外気処理

外気処理空調機＋全熱交換機

No.1

Ｆホテル空調システム概念図

外気処理
空調機１

No.1

廊下

水加湿
噴霧式（故障中）

リネン

屋上

客室階

パス

排気
外壁ＶＣ

注）全熱交風量は外調機の３０％
夏冬：RA70%
中間期：全外気

客室

ファンコイルユニット

天井扇
（UB）

窓



外気：各
階外壁

Ｇホテル空調システム概念図

外気処理
空調機１

外調機
（1台/各階）

No.1

客室

廊下

水加湿
透湿膜式

リネン室天井内

排気
外壁ＶＣ

排気
外壁ＶＣ

PSスリットよりパスダクトにて客室FCU出口へ

ファンコイルユニット 窓

吸気

排気(50%×2)

外気処理空調機（50%×2)

Ｈホテル空調システム概念図

排気

吸気

外気処理
空調機１

No.1 No.2 排気ファン

廊下

蒸気加湿

製氷機置き場

排気ファン

中間階
最上階

客室階

リネン

中間階
屋上階

客室階

客室
ファンコイル
ユニット

リネン



排気
Ｉホテル空調システム概念図：第１棟

排気ファン
屋上

外気：各
階外壁

外気処理
空調機１No.1

廊下

水加湿
透湿膜式

客室階 パッケージエアコン
（廊下末端設置）

リネン室天井内

天井内PASSダ
クトより

外気処理エアコン
（1台/各階）

客室

パッケージエアコン

吸気 外気処理
空調機１

外気給気ファン
（フィルター処理）

No.1 No.2

Ｉホテル空調システム概念図：第２棟

廊下

客室階

エアコン4台/F
屋外機は３フロア毎

壁PASS開口より

屋上

客室

ルームエアコン

天井扇
（WC/UB）

排気
外壁ＶＣ

屋外機は３フロア毎

レンジフード
有り
レンジフード 排気

外壁ＶＣ



吸気

外気処理

外気処理空調機

Ｊホテル空調システム概念図

客室廊下

排気

外気処理
空調機１

排気ファン

滴下加湿

No.1 No.2 No.3 No.4No.5

廊下

客室

ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

Ｋホテル空調システム概念図

排気

吸気

排気

客室

ポータブル加湿器の常設（蒸気式）

廊下 吸気

排気
客室

排気

エアコン

窓



 






